
国　政
だより

日立グループ議員団活動方針（議員団の心得５原則）
１．日立グループ労組出身議員であることの自覚を常に堅持すること。
２．政治活動は、日立グループ連合、日立労組の運動方針を基本とすること。
３．電機連合をはじめ、支援組織との連携強化に努力すること。
４．地域活動は住民の心を的確に掴み活発に展開すること。
５．常に研鑽に励み、清潔な姿勢を貫き、住民の信頼を高めるようにつとめること。
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日立グループ議員団だより
（１）

　
企
業
は
優
れ
た
製
品

を
開
発
し
て
社
会
に
貢

献
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
議
員
は
優
れ
た
政

策
制
度
や
み
ん
な
が
仲

良
く
、
気
持
良
く
生
活

で
き
る
環
境
を
作
っ
て

社
会
に
貢
献
し

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
先

の
見
え
な
い
不

透
明
な
時
代
に

生
き
て
い
ま
す
が
、

基
本
的
な
も
の

の
考
え
方
は
常
に
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、

政
治
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
空
理
空
論
で
は

な
く
、
「
勇
・
智
・
仁
」

を
備
え
魂
を
込
め
て
仕

事
を
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
世

間
か
ら
信
頼
さ
れ
、
信

用
さ
れ
る
議
員
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
の
話
の
中
で
多

く
出
て
き
た
こ
と
は
、

負
け
た
経
験
や
失
敗
し

た
経
験
の
お
陰
で
苦
し

い
練
習
に
耐
え
、
努
力

を
重
ね
、
勝
利
に
結
び

つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
落
胆
す
る
の
は

簡
単
で
す
が
、
へ
こ
た

れ
ず
に
自
分
の
た
め
、

家
族
の
た
め
、
応
援
し

て
く
れ
る
人
達
の
た
め

に
辛
抱
し
、
精
進
す
る

こ
と
で
メ
ダ
ル
に
つ
な

が
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
主
体

の
見
直
し
、
事
務
の
効

率
化
、
費
用
対
効
果
の

観
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス
水

準
と
利
用
者
負
担
の
見

直
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

働
推
進
な
ど
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
施
策
・

手
法
の
転
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
財
源
確
保
の

た
め
に
税
金
や
使
用
料

等
の
収
納
対
策
の
強
化
、

土
地
の
売
却
、
三
位
一

体
改
革
に
対
す
る
国
へ

の
要
望
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
町
村
の
合
併
問
題
で

苦
労
し
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。

　
日
本
人
の
力
量
を
評

価
す
れ
ば
外
国
の
ま
ね

を
し
な
い
日
本
独
特
の
、

し
か
も
世
界
に
通
用
す

る
民
主
政
治
が
あ
っ
て

も
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幹
事
長

　
松
本
　
敏

（
横
浜
市
議
会
議
員
）

努
力
し
て
つ
か
も
う
、

「
日
本
の
民
主
主
義
」

幹
事
長
の

主
張

　
先
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
加
藤
と
し
ゆ
き

候
補
が
見
事
に
当
選
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
13
日
（
月
）

13
時
か
ら
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
民
主
党
臨

時
党
大
会
が
開
催
さ
れ
、
正

式
に
岡
田
克
也
代
表
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
の
連
休
開
け
に

菅
代
表
の
辞
任
表
明
を
受
け
て
、

岡
田
さ
ん
が
そ
の
後
任
と
し

て
代
表
に
就
任
し
、
先
の
参

議
院
議
員
選
挙
を
戦
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
民
党
を
上
回

る

50

議

席

を
獲
得
し
て
、

年

金

問

題

に

関

す

る

小
泉
政
権
に
対
す
る
反
発
が

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、

結
果
と
し
て
自
民
党
を
上
回

る
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
も

事
実
で
す
。

　
岡
田
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
何
か

　
９
月
13
日
の
党
大
会
で
、

代
表
就
任
演
説
の
「
岡
田
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
概
要
は
次
の
通

り
で
す
。

「
次
期
総
選
挙
で
政
権
交
代

を
実
現
す
る
こ
と
が
私
の
使

命
だ
！
そ
の
た
め
に
次
の
項

目
を
実
行
し
、
２
０
１
５
年

に
新
し
い
日
本
を
完
成
さ
せ

た
い
。
①
党
改
革
②
明
確
な

政
策
の
提
示
③
衆
参
選
挙
に

勝
ち
、
政
治
資
金
の
透
明
化
、

地
方
組
織
の
改
革
、
党
員
・

サ
ポ
ー
タ
ー
の
拡
大
と
強
化

を
図
り
た
い
」
と
語
り
、
ま

た
、
２
０
１
５
年
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
①
政
治
資
金
の
透

明
化
を
は
か
り
民
主
主
義
政

治
を
実
現
す
る
②
自
由
で
公

正
な
社
会
を
実
現
す
る
③
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の

確
立
④
予
算
と
権
限
を
独
自

に
持
つ
効
率
的
で
満
足
度
の

高
い
自
治
体
を
創
る
⑤
政
府

の
介
入
を
最
小
限
に
す
る
日

本
経
済
の
活
力
⑥
７
２
０
兆

円
の
財
政
赤
字
対
策
⑦
10
年

後
の
外
交
安
全
保
障
政
策
の

確
立
、
を
公
約
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。

民
主
党
組
織
委
員
長
を

拝
命

　
今
回
の
党
大
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
「
次
の
内
閣
・
ネ

ク
ス
ト
国
家
公
安
委
員
長
」
を

退
任
し
て
、
新
し
く
「
党
組
織

委
員
長
」
を
拝
命
し
ま
し
た
。

こ
の
仕
事
は
、
「
地
方
組
織
対

策
・
地
方
議
員
対
策
・
青
年
対

策
」
な
ど
、
次
期
総
選
挙
で
政

権
交
代
が
実
現
す
る
よ
う
全
国

各
地
の
県
連
組
織
を
強
化
し
体

制
を
整
え
、
党
の
基
盤
を
つ
く

る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
川
端
幹

事
長
か
ら
就
任
要
請
を
受
け
、

「
何
で
も
な
り
ま
す
よ
」
と
答

え
、
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
な
ん
と
し
て
も
日
本

国
民
の
た
め
、
政
権
交
代
実
現

を
め
ざ
し
党
内
融
和
に
心
が
け

な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

民
主
党
の
組
織
強
化
に
関
す

る
御
提
言
な
ん
で
も
歓
迎

　
皆
さ
ん
の
御
提
言
、
特
に
、

次
期
総
選
挙
で
政
権
交
代
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
党
の
組
織
強
化

に
関
す
る
御
提
言
を
下
記
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

政権交代次　　期
総選挙で めざす！政権交代

日立グループ議員団　会長

衆議院議員　大畠　章宏

大畠国会事務所メールアドレス：
g01007@shugin.go.jp

次期総選挙で岡田首相を！
岡田党首を選出した民主党大会（上）と披露パーティー



日立グループ議員団だより
（２）

常
磐
自
動
車
道
の

料
金
割
引
き

西川　光世
日立市議会議員

（日研分会）

和田　正美　
千代田町議会議員

（日立建機･土浦）

市　政

だより

　
首
都
東
京
の
近
く
に
あ
る

横
浜
市
の
悩
み
は
「
支
店
経

済
」
で
す
。
本
社
機
能
を
有

す
る
企
業
誘
改
が
困
難
な
状

況
下
で
み
な
と
み
ら
い
地
区

を
造
成
し
、
新
し
い
横
浜
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
就
業

人
口
19
万
人
、
居
住
人
口
１

万
人
を
目
標
に
企
業
誘
改
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
思
い
通

り
の
進
捗
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
作
っ
た
の

が
「
横
浜
市
企
業
立
地
等
促

進
特
足
地
域
に
お
け
る
支
援

措
置
に
関
す
る
条
例
」
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
を
５
年
間
半
分
、

投
下
資
本
額
の
10
％
（
上
限

50
億
円
）
の
助
成
金
交
付
で

す
。
こ
れ
は
全
国
最
高
レ
ベ

ル
の
支
援
内
容
で
す
。
こ
の

誘
致
条
例
が
奏
功
し
て
日
産
、

ヤ
マ
ダ
電
機
や
ゲ
ー
ム
メ
ー

カ
ー
大
手
の
セ
ガ
も
本
社
機

能
を
横
浜
市
に
進
出

し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

下
で
の
市
の
投
資
で

す
が
雇
用
な
ど
の
波

及
効
果
が
大
き
く
、

10
年
で
回
収
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
開
港
１
５
０
年
（
２

０
０
９
年
）
に
向
け

て
、
東
京
の
強
力
な

求
心
力
を
認
め
な
が

ら
も
地
方
自
治
体
の

底
力
を
見
せ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
東
急
東
横
線
と

直
通
運
転
の
み
な
と
み
ら
い

線
に
乗
っ
て
遊
び
に
お
出
か

け
下
さ
い
。

支店経済からの
脱却 市　政

だより

新しい横浜
｢みなとみらい｣

教育支援セン
ターを

発足

教
育
支
援
・
子
育
て
支
援
態
勢
の
充
実

松本　敏
横浜市議会議員
（ソフト支部）

町　政

だより

　
千
葉
県
市
原
市
で
は
、
平
成
８
年
３
月

に
『
市
原
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し
、
「
心

の
豊
か
さ
」
「
地
域
の
豊
か
さ
」
「
経
済

の
豊
か
さ
」
を
基
本
理
念
に
、
「
人
々
が

生
き
生
き
と
交
流
す
る
輝
き
の
あ
る
ま
ち
・

い
ち
は
ら
」
を
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
と
し

て
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
施
策
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
や
市

民
ニ
ー
ズ
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
財

政
状
況
、
少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
へ
の

流
れ
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
開
発

の
遅
延
等
数
多
く
の
外
的
、
内
的
要
因
に

対
応
す
べ
く
、
『
市
原
市
総
合
計
画
』
を

見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
人
口
フ
レ
ー
ム
を
、
現
28
万
人

か
ら
、
２
０
１
５
年
に
お
け
る
人
口
を

30
万
人
と
し
な
が
ら
、
見
直
し
の
視
点
と

し
て
、
①
選
択
・
集
中
・
ス
ピ
ー
ド
を

基
調
と
す
る
実
効
性
重
視
、
②
市
原
再

生
に
向
け
た
重
点
施
策
、
③
市
民
と
の

協
働
、
④
分
か
り
や
す
い
計
画
づ
く
り
、

と
し
、
元
気
な
い
ち
は
ら
、
ふ
る
さ
と
市

原
の
再
生
に
向
け
て
、
よ
り
透
明
性
を
高

め
る
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
市
民
会

議
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
精
力
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
の
将
来
像
を
決
め
る
大
事
な
総
合
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
政
策
委
員
会
を
設
け

市
民
と
協
働
し
て
市
の
将
来
像
を
そ
れ

ぞ
れ
責
任
と
役
割
り
を
分
担
し
て
、
ア

ウ
ト
カ
ム
を
重
視
し
た
計
画
作
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

山本　義雄
市原市議会議員
（ＡＥパワー･千葉）

『市原市総合計画
』見直し市　政

だより

アウトカム重視の計画作りを推進

期
間
と
区
間
を
拡
大
し
て
実
施

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

横浜の底力を見せる「みなとみらい」
地域性を活かした養老川河口にある海釣り施設（上）
市原市の中核をなす京葉臨海工業地帯（下）

アウトカム重視の計画作りを推進

新しい横浜
｢みなとみらい｣

教
育
支
援
・
子
育
て
支
援
態
勢
の
充
実

期
間
と
区
間
を
拡
大
し
て
実
施

不登校に悩む子供たちへの教育支援
＊学校に通う子供たちの教育相談

＊学校に行けない子供たちの適応指導教室

＊小学校入学前の就学相談

　現在、日本全国の小中学校では、何らかの理由で学校

に登校できないでいる子供たちが約10万人もいると言わ

れています。私たちの千代田町にも同様に、年間20人前

後の生徒が長期間学校を休んでいるのが現状です。その

子供たちの将来のためにできる限り学校に復帰させてあ

げたい、させなければならないとの事から平成10年度に

最初の試みとして面接・電話での相談活動を行い、不登

校の子供たちが学校へ復帰するための学習の場として、

平成15年度に「適応指導教室」を開設・教育相談員の増

員を行い、教育相談体制の充実に努めています。

　適応指導教室では、子供たちの心を徐々に開き、学校

へ出向く事ができる様に勉強や課外活動などの授業を行

っています。

　また、学校生活を送る上で自立や集団活動が困難な児

童・生徒が在籍する学校には学校介助を配置し、父兄の

負担軽減、学校運営の円滑化に努めています。

　今後、更に、教育支援・子育て支援態勢の充実に取組

んでいきたいと考えています。

　
日
立
市
で
は
、
昨
年
11
月
10
日
か
ら

１
ヵ
月
間
、
日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
～
日
立

北
Ｉ
Ｃ
の
区
間
で
常
磐
自
動
車
道
の
料

金
を
約
50
％
に
割
引
い
て
、
一
般
道
の

渋
滞
緩
和
に
対
す
る
影
響
を
実
験
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
交
通
渋
滞
緩
和
へ

の
大
き
な
効
果
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
国
が
実
施
主

体
と
な
り
、
期
間
を
延
長
し
、
区
間

を
拡
大
し
て
再
度
、
実
験
し
ま
す
。

実
験
費
用
は
国
が
２
億
７
０
０
万
円

を
負
担
し
、
関
連
３
市
（
日
立
、
高
萩
、

北
茨
城
）
が
事
務
局
費
と
し
て
計
５

０
０
万
円
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、

運
営
は
関
連
３
市
で
作
る
実
験
推
進

協
議
会
で
行
い
ま
す
。
実
験
の
概
要

は
次
の
通
り
で
す
。

●
期
間
　
16
年
９
月
10
日
～
12
月
９

日
ま
で
の
３
ヵ
月
間

●
時
間
帯
　
24
時
間

●
対
象
車
両
　
全
車
種

●
対
象
区
間
　

　
日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
～
北
茨
城
Ｉ
Ｃ

相
互
間
の
乗
降
り

●
割
引
率
（
率
を
変
動
）
　

　
３
割
引
き
（
１
ヵ
月
間
）
　

　
　
　
　
９
月
10
日
～
10
月
９
日

　
５
割
引
き
（
２
ヵ
月
間
）
　

　
　
　
　
10
月
10
日
～
12
月
９
日

　
渋
滞
緩
和
へ
の
ソ
フ
ト
的
な
取
組

み
と
し
て
、
ぜ
ひ
制
度
化
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。


